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会員　村山富士男（63歳）
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このシーカヤックを作るきっかけは、小阿賀未来の会顧問、中川造船社長の中川仲一氏から一緒にシーカヤックを作りましょうとお誘いを受けたのがきっかけでした。2010年10月秋葉区の中川造船に約１ヶ月間通って、全長5.2ｍ　最大幅58ｃｍのシーカヤックを製作費約４万円で製作しました（夏場の時期は３週間位で完成するでしょう）
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作れば乗ってみてくなり、2011年４月から阿賀野川で乗り始め風や波に対しての対処の仕方を体で覚えるようにしました。
下の写真は小阿賀野川での初乗り。まだ船尾に舵が着いてない状態。
乗って見た結果流れが速い川は舵がないと向きが変えられないし、漕ぐごとに船首がぶれるので舵付に改造（足で舵を切る、右足を踏み込むと右の回転するようにした）
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　平成23年6月18日（土）天候曇り、搬送用二輪の台車に乗せて7時30分に東区小金台の自宅を出る。徒歩で約1時間かけて津島屋閘門の外に到着、川に下ろして台車は分解し収納して、出航8時50分出発。

事前に計画してなかった為、通船川出発だと時間が足りないと判断して徒歩で直接阿賀野川へ、軽い気持ちで決行。（橋の側面に橋の名前があれば分かりやすいが万代橋には無理でしょネ。）
◆～津島屋閘門～ござれや橋～阿賀野川大橋～

一時間での速度を出して今日の行き先を決定、満願寺閘門まで18キロなので12時迄に着くと計算。
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◆～泰平橋～白新線鉄橋～高速道路橋～
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◆～大阿賀橋～横雲橋～
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大阿賀橋を超えると阿賀野川の浅い事を実感、パドルが川底について漕ぎ難い、ここからは土手が見えなくなり車や人が見えないので沈と川底の障害物に注意しながら進む。

この船の材料が４ミリの耐水ベニヤ板の為、ガラス繊維で補強してあるが、とがった物に当たれば破損する可能性ある
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◆～横雲橋～　
横雲橋からは流れが速くなってきた。ところどころ渦がある。横雲橋バイパス橋を超えれば到着。




◆～万願寺閘門～

予想通り、11時34分に満願寺閘門の堰手前にある阿賀野川床固公園に到着、分解した台車を組み立て、カヤックを引き上げて（シーカヤックの重さ約18ｋｇ）台車に乗せて400ｍ程移動して、小阿賀野川へ船を下ろして再び漕ぎ出す。（山ノ下閘門まで残り約30キロ）



阿賀野川満願閘門下流の床固めと公園　　　　　　　　　　　　　　　　小阿賀野川への移動前の準備
　　　
◆～小阿賀野川～

満願寺閘門から能代川までの約4キロは流れも速く時速10キロ以上になり緑もあり爽快。




◆ ～能代川～　　　

　　途中、中川さんに船の上から挨拶して漕ぎ出す




◆～信濃川合流～

信濃川まであと約6キロ（小阿賀野川約10キロ）を１時間30分で進み信濃川に13時30に到着。カヤックを漕ぎ始めてからここで初めてバス釣りのボートに出会う。正直ほっとしました。


この時点で残り約20キロ、小雨、向かい風、波を考えると時速5キロと計算すると17時30分ヤバイ、山ノ下閘門を開けてもらうには17時以内に到着しなくては。とにかく、万代橋まで行って時間を見て先に進む事に切り変える。
万代橋手前で船を引張りあげて台車の乗せて歩くと家まで１時間15分位かな？歩くのは良いんだけど街中はちょっとね。５ｍもあるカヤックを引張って歩くとしょうしらねっけ。
◆～信濃川大橋～　14時15分信濃川大橋手前、遠くに新潟県庁が見える。



◆～バイパス橋～新潟大橋～帝石橋～関屋分水堰～千歳大橋～越後線鉄橋～



◆昭和大橋～八千代橋～万代橋、

15時45分　必死で漕いできたので予定より早い。昭和橋あたりは、高校生がボートの練習で川を利用していたが、シーカヤックに台車を乗っけている為か？何をしているオヤジだと言わんばかりに見ている。（なにせ、変わり者のくそじじいですので）



この時間なら山ノ下閘門17時迄に間に合う。前に進む事を決定。柳都大橋を過ぎた頃から向かい風が強く波がグワン、グワンで舟艇先の２ｍが波間に浮いてバシャンと落ちて行く状態で横波にならないように波に向かって進む。万代橋から見た時、佐渡汽船は先端が開いていたが船の先端が閉じかけてきた。ヤバイ出航だ。横波を受けるので引き返すことは出来ない。佐渡汽船が停泊している横を過ぎようすると、銅鑼が鳴り始めた。向きを変え始めたら大変とあせる。佐渡汽船の船首の甲板から乗組員がこの波の中何処まで行くの？山ノ下閘門と答えると安心したのか？　気をつけていってらっしゃいと、励ましてくれました。（佐渡汽船はグワングワンの波なので写真撮る余裕なし、山ノ下埠頭に入ると波はないので余裕で写真とる）



佐渡汽船が向きを変えている間に山ノ下埠頭の新日本海フェリーの脇を通って閘門へ。（16時34分到着）閘門の職員の方から開けて頂き、最後の通船川に出て東山ノ下小学校裏でカヤックを引き上げ、徒歩20分で自宅に戻った。地図上での測定約48キロをシーカヤックに乗り漕いできました。
　


今度は相棒を見つけてわいわいとやりたいと思っております。例えば、金曜の10時に通船川河口の森を出発して津島屋閘門～阿賀野川～満願寺閘門手前の公園にてキャンプ１泊～翌日７時出発　小阿賀野川～信濃川～山ノ下閘門（このとき船外機の船で迎えに出る）～河口の森15時（８時間あるので余裕）。興味のある方、参加はいかがですか？
手作りシーカヤックで、阿賀野川⇒小阿賀野川⇒信濃川⇒通船川、四河川回廊の航行





四河川回廊の航行実行
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カヤックで





平成23年6月18日決行





7：30自宅発





8：50津島屋出発





11：34万願寺到着





13：30信濃川へ





14：15信濃川大橋通過





15：45万代橋通過





16：34山ノ下閘門着





17：40自宅着





津島屋閘門を出た阿賀野川





ござれや橋手前





津島屋付近の地図





阿賀野川大橋（風は微風追い風、時速約6ｋｍ）





白新線鉄橋と高速道路橋





泰平橋、白新線、高速道路が平行する阿賀野川





阿賀野かけはし　阿賀野川貸しきり状態快適快適　





泰平橋とその先の白新線鉄橋





大阿賀橋





大阿賀橋周辺の地図





旧国道49号線の横雲橋





横雲橋付近の地図





国道49号線となっている新横雲橋





新横雲橋脇の標識は、河口から15ｋｍの看板





沢海の左岸に接岸





阿賀野市、新潟市江南区と秋葉区の接点





阿賀野川床固公園





台車に載せたシーカヤック





小阿賀野川出発地点から満願寺閘門を見る





小阿賀野川入口から能代川合流点





小阿賀野川と能代川の合流点にある中川造船さん





小阿賀野川と能代川の合流点の地図





小阿賀野川から信濃川へ出る手前にある亀鶴橋





信濃川と小阿賀野川の合流点付近の地図





信濃川大橋を過ぎると中ノ口川が合流する





旧大野町周辺地図





関屋分水を左に見ながら本川大橋をくぐる





関屋分水周辺地図





朱鷺メッセがぐっと近くに近づいた





万代橋周辺地図





北海道行きカーフェリーが入港





万代島周辺地図





山ノ下閘門のゲートが開き始めたところ





通船川地図








